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スラブ研究施設菌書報告 (1970)

秋月孝子

スラプ研究施設の蔵書内容は現在の研究部門，却ち壁史・致治・経済・国際関孫・文学・

法律の各分野にわたり，蔵書数は昭和45年 10月末日現在で洋書 13，535罰， 和書 1，224

冊，マイクロフィルム 322リーノレに達しているc蔵書数そのものは，予算の関孫と設立後

の年数が浅いことが相まって少ないが，内容はそれなりに巌選されている。スラプ地域の

研究とーロに云っても，その範西は非需に広く，これらの研究資料が扱う言語辻，露・芙

・独・仏の各語は勿論，ウクライナ語，ブルガリア語，ポーラ γ ド語，チエコ語，セルポ=

クロアチア語，スロベニア語，ルーマニア語，フィンランド語，等に及んでいる。スラブ

諸国のそれぞれの国の百科辞典をはじめ，各国語の辞書類，各専門分野の事典，主題腐の

書誌等も最小限基本的なものは捕っている。特にロシア史に関するものは，全体の蔵書冊

数の中でしめる割合も多く， 17，，-，18世紀から現代に至る基礎的な研究資料が集められて

いる。又ロシアの場合，文学は社会的諸問題への関心を示し思想及び致治と深いつなが

りを持ち，ロシアの歴史の運命に大きな役割を果してきたが. 19世紀半ばから後半にかけ

ての自由思想弾圧の強い時代の作家達の作品や評論も数多し、。これらの具捧的な内容を示

すものとして「欧文図書自録JLibrary Catalogue of the Slavic Institute， Hokkaido Uni-

versity， 1953-1965.がある。洋雑誌は種類の上で多いとはし、えないが. 隈られた予算の

中で系統的に選択されて集められ，国内において入手不能のものはマイクロフィルムで補

われている。ちなみに 1971年度においては， 71種類の定期刊行物が諸外患へ発注されて

おり，このうちロシア語のものは 38種類である。小冊子ではあるが，マイクロを含めた「欧

文雑誌巨録JThe List of the Periodicals at the Slavic Institute， Hokkaido University， 

1953-1967.が 1967年に発行されている。

マイクロフィルムは基本的な雑誌の欠号をうめているのみでなく，研究上必要でありな

がら園内では入手出来ない単行本を複写したものも沢山ある。「日本におけるスラブ研究」

としづ特殊性の故に，屋内で見つからない資料は，スラプ関係の議書を豊かに備えている

外国の種々の国書諮へ複写を依頼してマイクロフィルムの形で所議している訳である。こ

のような状況の当然、の結果として，マイクロリーダ一室が独立に設けられ，フィルムの管

理は云うまでもなく，利用カードも一般の国書と同様に作成されており，近くマイクロフ

ィルムの所蔵自録が出較される予定である。

当施設においてはソビエヒ東欧諸国，米国，カナダ，フランス等の国書館や研究機関

とも文献の交換を行っているが，主なものは， ソビエト科学アカデミーの図書館，シチェ

ドザン図書館，チェコスロヴァキアの国立図書館，米議会図書館，ニューヨーク公共図書

館，スタ γフォード大学のフーヴァー研究所である。所蔵雑誌の中には，上述の図書館や

研究機関から『スラヴ研究Jとの交換として寄贈されているものも数多い。

ここ数年間の増加図書冊数は下記の通りで怠る。
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スラプ研究擁設歯書報告

年¥度¥¥1¥種J類i 洋 書 和 書
マイクロ
フイノレム

昭和41年 803 82 12 

昭和42年 788 46 O 

昭和43年 1，070 34 92 

昭和44年 689 37 9 

昭和2い 4年 i 315 

比較的最近購入した図書の中で代表的なものとして次のようなものをあげることが出来

るO

l. 瓦e冗TeJUIpeBOλぬ只1I0HHoro){BI珂f)誕まK妃矧e白H区悶兄 B POCClIH; 6狂羽0-6臼1I6江m沼orp戸a(争TlI閉可eCK悶区員 C‘JIO 
O貯Tロ叩pe位A凶 eCTBeH問HlIKOB)江1.eKa61戸m白 OωB)瓦1.0na鉱){e印HlIH沼兄 只悶ap伊H3却Ma. 日0瓦 pe){. Bλ. BlIJIeH-

CKoro-C1I6Hp兄KOBa(1I ){p.J TOM 1，可ac.1-2， TOM 2， BhITI. 1-4， TOM 3， BhIII. 1-2， 

TOM 5， BhITI. 1-2. お10c.，1927-34. 

2. J1eHHH， B. 11.: J1eHlIHcKlI長 C60pHlIK. 討3){.2. TOM 1-36， 1I yKa3aTeJIh J1eHlIHcKlIM 

C60pHlIKaM 1-20. Moc. 1I刀Hr.，1924-59. [時endeln，Liechtenstein， Kraus Reprint， 

1966J 

3. 3KOHOMHlJeCKOe 0603peHlIe; e)KeMeC兄lJHhI詰涼ypHaJI. Moc.， 1923-30. 1(1923)-8 

く1-3)(1930) j j 

4. Communist International. Protokoll. [Milano， Feltrinelli Giangiacomo， 1967J 

1st Congress， Mos.， 1919. 

2nd Congress，孔1os.，1920. 

3r・d Congress， Mos.， 1921. 

4th Congress，乱1os.，1922. 

5th Congress，孔1os.，1924. 

6th Congress， Mos.， 1928. Bd. 1， 3-4. 

7th Congress，乱1os.，1935. 

5. U nter dem Banner des Marxismus. 孔おskau & Leningrad， 1925-36. [五1ilano，

Feltrinelli Giangiacomo， 1967J Jg. 1 (1925j26)-10(Ht. 1) (1936) 

諾外国のすぐれたスラプ研究所の現状とはくらぶべくもないが.種々の資料のリプリント

肢の普及により実量共に豊かな資料収集の可能性が与えられていること江何よりであるの

今後もこの紙面をかりて，簡単な国書室の現状の詔介が行われる予定である。

圏内望外からの主な来訪者

1970年 4月 パイプス (R.PIPES)教授(ハーパード大学ロシア研究所長〉

1970年 5月 ボルタ/レ (R.PORTAL)教授〈パリ大学スラブ研究所長〉

1970年 7月 ニーマイヤー (G.NIEMEYER)教授くノートルダム大学教授〉

1970年10月 和久利誓一教授(東京外国語大学ロシア語科教授〉

グ 石山正三教授(東京外国語大学ロシア語科教授〉
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